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イベント概要 

 

[企業名]  ベステラ株式会社 

 

[企業 ID]  1433 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  50 期 2023 年 1 月期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 通期  

 

[日程]   2023 年 3 月 10 日  

 

[ページ数]  57 

  

[時間]   17:15 – 18:15 

（合計：60 分、登壇：42 分、質疑応答：18 分） 

 

[開催場所]  103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 2-6-1 

日経茅場町別館地下 1 階 

日経茅場町カンファレンスルーム （日本証券アナリスト協会主催） 

インターネット配信 

 

 

[会場面積]  238 ㎡ 

 

[出席人数]  14 名 
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[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  本田 豊 （以下、本田） 

執行役員 企画部長  池田 真也（以下、池田） 
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登壇 

 

司会：それでは定刻でございますので、ただいまから、ベステラ株式会社様の決算説明会を開催い

たします。今回の説明会は会場での開催に加えライブ配信形式のオンラインと合わせたハイブリッ

ド形式で開催させていただきます。最初に、会社様からお迎えしてございます、2 名様をご紹介申

し上げます。 

まず、代表取締役社長、本田豊様でございます。 

本田：よろしくお願いします。 

司会：続きまして、企画部長、池田真也様でございます。 

本日はこのあと、本田社長様からご説明をいただきます。ご説明終了後に会場からの質疑応答の時

間といたします。続きまして、オンラインで参加されている皆様からもご質問を受ける予定でござ

います。なお、ご質問のある方は会社名、お名前をご入力の上、チャットにてご質問くださいま

せ。質問は説明中でもお受けしております。 

それでは早速、よろしくどうぞ。お願いします。 

本田：本日はお忙しいところ、貴重なお時間をいただき、ありがとうございます。ベステラ株式会

社、社長の本田と申します。2 月 1 日から現職を務めております。その前は企画部長をやっており

まして、管理部門全般を担当しておりました。この説明会もずっと決算の詳細の説明をさせていた

だきました。今後とも、引き続きよろしくお願いいたします。 
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今回の決算です。減収減益の赤字の決算で、非常に申し訳ないところですけれども、市場の図をお

願いします。スライドナンバー25 です。 

その前の期、いわゆる 2022 年 1 月期に、過去最高売上と利益で、良い決算を説明させていただい

たのですけれども、実はそのときもこの市場の伸び、こちらの図は建設投資額の推移でございまし

て、だいたいプラントの設備は耐用年数が 50 年ぐらいです。要は高度経済成長期のときに造った

ものが、右側にありますとおり、がっと伸びてくる市場なんですね。これに合わせて売上が実際伸

びていたのか、利益が伸びていたのかというと、そうでもなかったのが実情です。 

それに加えて今回の決算ということで、会社としても経営陣も非常に反省をして、抜本的に仕組

み、構造、体制等を変えることで今回の中計を作っております。 
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中計の内容は、まず決算の説明をしたあとにご説明をさせていただきたいと、時間の許す範囲で行

いたいと思います。ポイントとしては最初のところですかね。 

中計の基本方針、脱炭素経営と企業風土の変革による収益力の構造と書いています。今回の中計

は、3 本の柱で作っております。 

一つは、脱炭素経営を推進する。この部分は今の本業ですね。工事の部分。脱炭素解体ソリューシ

ョン、工法によるイノベーションと記載しています。世間でも脱炭素経営というか、お客様もそこ

が推進しているところですが、当社がいろんな提案をしていく。そこで、先ほど図で示した成長の

路線に乗せていくことが一つ。 

もう一つは、DX。本業とのシナジーもありますけれども、それ以上に当社の新しい柱としてい

く。今までのノウハウとかを活かして、新たな提案をしていく部分。 

それと、先ほど少し反省をしたところがありますけれども、人事戦略の部分ですね。採用を積極的

に、教育ももちろんのことですけれども、抜本的ないろいろ見直しを行っております。 
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それでは、決算の説明に入らせていただきます。まず、決算のポイントです。 

売上高が 54 億 5,800 万。対前年 5 億 800 万の減で、今期中に着工予定であった大型工事の受注遅

延と書いています。ここは失注がありました、大きな工事の。それに対して別の工事の受注を考え

て予算を組んだわけですけれども、その工事が延びたというところです。製鉄所関連です。 

その部分がだいたい売上ベースで実は 12 億ぐらいありました。これ対前年で書いていますけれど

も、対予算で大きくマイナスをしています。12 億ぐらい。そういった理由でございます。 

次に売上総利益が、営業利益で記載していますけれども、売上総利益が 16.3%。例年ですと大体

21％、22％ぐらい取っているところですけれども、ここが低い利益率になっていると。 

まず、売上総利益については、低利益率の工事。先ほどの失注に伴って無理をしてというか、急い

で取った工事がありまして、その部分でなかなか原価回収といいますか、困難があったところで

す。営業利益は、そのほか販管費等、退職慰労金の引当があり、マイナス 2 億 1,500 万となりまし

た。 
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一方、受注高については一応、過去最高の年間の受注高 70 億円となっております。ストック型の

工事と、要は小規模の工事をたくさん受注するということと、大型の工事の受注、両方ありまし

た。以前から当社はフローからストックに変換をしますと申し上げてきましたけれども、いわゆる

大きな工事から小規模な工事をたくさん取る。量だけでやると。そのために地方事務所も充実させ

ますということをやってきました。 

今回そこが少しずつ、実は受注に関しては実ってきています。売上の部分でもありましたけれど

も、例えば、製鉄所に常駐をしますというと、製鉄所内の細かい工事も受注しますが、例えば高炉

の改修がありますとなると、その改修に関係する工事もいろいろいただいたりします。今回の売上

の中で、JFE の千葉の高炉の改修も結構、工事をいただいていることも含まれております。 

通期業績予想に関しては新しい期ですけれども、78 億。いわゆる V 字回復を目指しております。 

脱炭素アクションプランについては、また後ほどご説明します。 

 

次に、損益計算書です。 
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売上は先ほど申し上げたとおりです。対前年で売上総利益が 4 億 6,700 万マイナス。販管費は、一

方で 2 億 3,600 万増えて、営業利益は 7 億ぐらいマイナス。経常利益も 8 億ぐらいマイナス。 

この当期純利益に関しては小さく書いていますけれども、前期はリバーホールディングスの経営統

合、TRE 様になったことによって、営業外収益と特別利益の特殊要因がございます。 

 

次に、当初計画。 

これも先ほどちょっと触れました、67 億が 54 億 5,800 万で、12 億ほどマイナス。この部分は大

型工事の失注に伴って、あとそのほかの工事の延期でございます。営業利益がだいたい 8 億 3,500

万マイナスです。 

だいたい三つの要素です。先ほど申し上げた売上の減少、失注が 3 億ぐらい。それと代わりに取っ

た工事の低利益率、ここが 3 億。そのほか、役員退職慰労金引当等の販管費で、2 億という構成に

なっております。 
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続きまして、12 月 8 日に下方修正を出しました。それとの比較です。 

二日ほど前に一応、修正をしております。上方修正といっても赤字ですけれども、多少改善をして

おります。そのあと追加工事、そのほか原価低減に努めた結果、若干ではありますけれども、売上

で 2 億ほど。そのほか営業利益、経常利益で 5,000 万円ぐらい。純利益に関しましては、税効果の

関係等もあり 1 億 3,500 万の改善となっております。 
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続きまして、完成工事高の構成比です。 

バランス的には取れた感じにはなっているんですけれども、製鉄が少し伸びております。ここは先

ほど申し上げた、常駐することによってストック型の工事を取ることがうまくいっている部分で

す。 
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次に、完工の四半期ごとのものです。 

これは例年当社、下期のほうにだいたい偏る傾向があります。1 と 4 が多いときもあるんですけれ

ども、いわゆる普通の会社の年度決算 3 月に合わせて売上が上がる形です。 
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次が、完工に占める元請けの案件の推移です。 

当社、元請工事の受注に努めております。これは各四半期ごとに書いてある数字です。 

括弧内が利益です。今期においては、上の部分ですね、4 億 1,300 万、8,700 万、4 億 600 万、4

億 800 万という元請の売上です。 

そこに利益率が書いてあって、33.9％、15.3％、5.7％、8.7％となって、元請なのに利益率低いで

はないかと思われるかもしれないです。以前、説明で当社の工事はだいたい 20%ぐらいが一時受

けで取った場合、元請で取った場合にはもう 10%ぐらいプラスされますと言っていましたが、こ

のような結果になっています。 

前期の第 4 四半期は 33.7%なので大きく取れているんですけれども、今回このようになって。もち

ろん新しいお客様から工事を受注するときに、低利益率で受注することはあるんですけれども、会

社全体で利益を出していくことは必要なことですので、ここも当社としてはいろいろ体制の見直

し、組織的に営業していって、きちんと利益を確保する工事を受注していきたいと考えておりま

す。 
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元請全体の数字はここに出てないんですけれども、前年が 19 億 6,900 万。利益が 28.4%で割合的

には 34%、売上全体でそれぐらい占めていました。今期は 13 億 1,500 万。利益が 16.1％で、第 1

四半期が良かったからですけれども、全体でもそういう数字になっています。割合的には 25%。 

当社は、製鉄、電力、石油・石化で 30%ずつぐらいの売上構成がだいたいバランスしていますの

で、そこの石油・石化の部分ですね。化学の部分で元請工場を多く取ろうとしていますので、だい

たい 3 分の 1 ぐらいが割合としては目安となっております。 

 

次、販管費ですね。 

販管費につきましては、ここに今出ていますとおり、退職金等が一番人件費で大きくプラスになっ

ております。そのほか、研究開発費。天井クレーン計測ロボットの開発、これも進みましたけれど

も、この部分が少し増えております。 

あと、営業協力費用は、営業顧問の方とかシステムの改良の費用。採用に関しては、実は採用はす

ごく順調なんですけれども、少し紹介から広告媒体に切り替えているところもあって、若干減って

います。 
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広告宣伝は展示会等を増やしていますので、少し増えていると。教育研修、昨年ゼロというのもひ

どいですけれども、今そこが少し増えていっています。 

内容的には、人件費はあれですけれども、そのほかのところは前向きな販管費の支出を、赤字決算

ですけれども、今後のことを考えて出資をしております。 

 

次、人員計画です。 

今までも当社の最大のボトルネックは、一番はこの人員です。投資家の皆様からも、採用どうなっ

ていますかと言われていたんですが、極めて順調な形になってきています。今までは、計画だと年

間 6 名工事部員を採用しますと言っていて、結局 3 名でしたとか、採れたけど辞めた人がいたので

横ばいでした、みたいなことを言っていたんですけれども、今の時点で終わった期は 50 名で、6

名採用予定で 6 名ちゃんと採れました。 

ただ、抜本的な見直しを行いますと言ったところの一つですけれども、一気に 18 名採用に変えま

した。今までも採用しようと力を入れていたんですけれども、もっといろんなリソースを割いて、
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採用活動を行っております。その結果、今始まっている期、68 名目標、18 名増ですけれども、す

でに 10 名増という体制を整えております。 

今後は、18 名は必ずいくと思いますので、人が足りなくて売上が伸びないということは、もう起

きないようにしていきたいと思っております。なかなか採用活動も大変なんですけれども、力を入

れてやっております。 

 

営業利益の増減要因分析ですね。 

何度も繰り返しになりますけど、減少要因は失注。あと低利益率工事が原価増加要因というとこで

すね。販管費は退職金です。 
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次、貸借対照表ですね。 

クラッソーネという会社に出資をしております。中計のところにも書いておりますけれども、解体

工事業界では非常に珍しい IT 関連の会社で、地方自治体とたくさん提携されている会社です。こ

ちらの会社と一緒にいろんなサービスを展開していきたいと考えておりますので、そちらの出資を

5 億ほど行っております。それが影響を及ぼしている。 

あと、自己資本比率とかは少し上がっているぐらいですね。 
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BS の増減分析に影響しているキャッシュフローです。 

こちらもクラッソーネさんへの出資とか、税金の納付とか、そもそも最初のスタートの利益は全然

少ないので、その部分が現金の増減額としてはマイナス 7 億 8,400 万という数字になっています。 
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では次、受注状況ですね。 

先ほど少し触れさせていただきました、受注工事高については極めて順調です。 

受注工事高の内訳、今回 70 億の中は、ここに記載はないんですけれども、石油とか化学の部分が

多くなっています。製鉄数も 20%ぐらいで大きくなっています。電力も 10%。ただ今後、かなり

有力案件の内容が電力、鉄も控えていますので、中間決算の時点ではだいぶバランスの取れた内容

になってくると思います。 
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受注残高は 33 億 5,200 万で、過去最高ではないのですけれども、前期の受注残に比べては大幅に

増えております。石油・石化がすごく増えていて、これは先ほどちょっと触れさせていただいた、

鉄と電力もあるんですけれども、一旦、大規模な石油関連の工事が入りまして、そこは大きく増え

ております。 

元請比率がじゃあ今後これに合わせてすごく変わるのかというと、もちろん化学は元請を狙ってい

るんですけれども、化学の会社でもエンジニアリング会社を持たれている会社さんとかもありまし

て、元請じゃない部分もちょっとございます。 
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次、業績予想。 

ここは 78 億の売上、これ必達目標と考えています。営業利益に関しては、5 億 1,000 万、経常利

益は 5 億 8,600 万、当期純利益は 4 億。配当に関しては引き続き 20 円配当を予定しております。

利益の増減に合わせて配当も考えていくところです。 
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では、続きまして中計の内容です。 

直近 2 カ年の数字。ここは先ほど出している数字ですので、割愛をします。 
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一応、主要施策実績、いろいろやってきたことを書かせていただいています。 

各種提携ですね。革新的な解体技術の提供と書いていますけれども、風力であるとか、それに関連

して日立パワーソリューションズさんと提携。あと三谷産業さんに関しては、PCB 塗膜の辺りの

提携を行っております。 

あと、営業活動の強化。新規元請案件を、この過去の 2 年間増やしてきました。 
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すみません、説明が前後してしまうかもしれないんですけれども、一旦出した中計は、5 カ年計画

で出しております。その最後の 3 年の部分を今回、変更して新たに中計を出しております。脱炭素

アクションプランというもので出しているということです。 

さっきの棒グラフですね。この新計画と書いているところが新しい計画です。前の計画は、3 年目

というか、5 年計画の 5 年目、今後 3 年間の 3 年目に 100 億だったんですけれども、それを 120

億。2 年目に 100 億達成しますと。 

いやいや、赤字決算でそんな、今この実績でこんな数字できるのかいと。ただ、市場の伸びは先ほ

ど見ていただいたとおり、すごく伸びるんです。実際に引き合いもとても多いです。じゃあ何がボ

トルネックだったんだといろいろ分析したら、やはり採用、人員。その採用した人に対する教育を

しっかりしていけば、基本的本業のところは取っていけると考えています。 
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それともう一つ、DX ですね。ここを推進していくと。主要施策実績のところにも書いていますけ

れども、5 番のところですね。これまでもクレーンレール検査ロボットを開発して提携しました。

クラッソーネさんとも業務提携しました。 

これをスライドナンバー33、DX プラントソリューションと書いていますが、ここを 30 億まで増

やしていく計画です。全体的に 120 億という数字です。 
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そのために作った部署もありまして、新しく、脱炭素事業推進部を。ここは 3 本柱でいうところの

脱炭素解体ソリューションですけれども、新しい部署を作っております。 

内容としては、一つ目は、脱炭素解体に資する新規の工法開発。それと、リユース・リサイクル率

の向上、この各種施策。それと新規ビジネスの創出をうたって、新体制で活動をしております。 
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それで、スライドナンバー40 をお願いします。脱炭素解体ソリューションということでまとめて

おります。 

これ、旧来からのうちの強みとしている工法の部分です。脱炭素解体と書いていますが、大規模な

設備の解体。高炉であるとか石油精製設備とか、そういったものの解体ですね。あと、転倒工法、

風力発電設備、土壌汚染、ここも新しく増えてきているとこですね。有害物質、子会社も含めてい

ろんな工事を行っております。あと根本には、無火気工法です。 
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一つ目の脱炭素解体、今までも行ってきた大規模な工事。一番右にあるのが高炉の解体です。 

製鉄会社さんが今、いろんな計画を発表していて、高炉もここら辺、休止しますとか廃止しますと

出ていますけれども、その工事を積極的に取っていきたいと考えています。解体専業の会社で単独

でできる会社は少ないと思っていますので、ここは力を入れていきます。 

左上は、よくテレビにも出させていただいています、リンゴ皮むき工法ですね。 
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次、特許。 

特許も引き続きどんどん増やしていきますけれども、今の時点でもこれだけ量があります。 
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続いて、転倒工法。 

これは煙突の解体のスライドになっていますけれども、もちろん煙突もどんどんやるんですが、今

これを、風力発電、風車の解体で多く使っております。提携もしていますけれども、映像がありま

す。 

こちら、長崎県でやった工事ですけれども、転倒の実際の映像です。倒せばいいのではないかと思

うかもしれないんですけれども、結構、正確に場所を倒さないと、この写真でも分かりますとお

り、ずれちゃうと大変なことになる。それを、ほとんど予定どおり場所をずらさずに解体すると。 

しかも強制転倒は、無理やり引っ張ったりするのではなくて、基礎の部分を削ることによって、自

然転倒で倒すのが当社の特許になっています。いろいろな倒し方があるんですけれども、各種特許

を取っているということです。 
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それと、風力発電に関しては転倒以外の工法もあります。 

ここにマトリョーシカ式工法と書いてある。正確に言うと、マトリョーシカというよりも釣竿とか

を落としていくような仕組みですけれども、これも映像があります。 

中身をこう、塔というのは、完全にまっすぐ同じ高さ、太さで高くなっているのではなくて、少し

下のほうが広がっているんですね。なので、釣竿と同じような工法で落としていくと自然に下のほ

うに落ちていくと。 

先ほどの転倒工法も、このマトリョーシカの工法もそうなんですけれども、もちろんほかの全ての

工法で当社が考えていることですが、やはり高所作業を避けるのが基本になります。 

工事で一番災害が多いのは墜落です。なので、一番安全なのは、低いところで工事するということ

なので、まず倒してしまうとか、下ろしてしまうということをする。 
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今までも、よく造った人には壊せないとよく言っている。造った人だと造った逆をやるので、要は

高所作業が造ったときにやったのであれば、高所作業はそのままあるという状態ですけれども、そ

れをなるべく当社は避けて工事をするということをやっています。 

その結果、低いところで作業したほうが安全かつ早いということもあって、工期が短くなれば安く

もできるということで、工事の品質と価格を最も追求しているということです。 

 

リンゴ皮むき工法も出しましょうか。これは、球形のガスホルダー、ガスタンクを解体するもので

す。ほかのタンクもできるんですけれども、造ったとおりの逆をやると、周りに足場を組んでこの

組んでいる鉄板を 1 枚ずつクレーンで取って下ろす、みたいなことをするんです。 

そうではなくて先ほどあったとおり、リンゴの皮をむくように切っていくと、その自重で下に落ち

てきますので、足場を組む必要もないですし、安全性も高まって従来の工法より 3 分の 1 ぐらいで

できるという内容です。こういったものを、先ほどの転倒にもありますとおり、いろんなところで

考えていきたいと思っております。 
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ここに出ているのは、今の内容が出ていますけれども、やはり短くなれば、いわゆる環境にも優し

いというか、CO2 の削減ということでございます。 

そういった内容をお客様に提案していくときに、工法が良くなりましたから工期が短くなって脱炭

素に貢献していますというのもあるんですけれども、そのほか、その廃棄物の部分ですね。そうい

ったリサイクル・リユースを増やすことによって環境に貢献しているとか、そういったところを数

値化して見積もりに入れていくことを今、進めております。 

 

次、無火気工法。 

ここは当社の根本といいますか、ずっとノウハウとして積み上げてきたところです。プラントの中

だとやはり、なるべく火を使わない。要は火災を起こさないようにして解体することが重要ですの

で、ノウハウの世界ですけどね。カッターとかワイヤーソーで切っていくという内容ですが、その

部分が当社の強みの一つであります。ここも引き続き伸ばしていきます。 
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それと次は、PCB 含有塗膜。 

これは新たな需要が少し出ているところです。PCB、ポリ塩化ビフェニルという有害な、従来油に

よく含まれてそこが問題になっていたんですけれども、それが塗装にも使われているということ

で、その部分を剥離して工事することも進めております。 
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次、アスベストですね。 

アスベストも実はまだまだあります。だいたい取り切っているのではないかと思われるかもしれな

いですけど、まだまだ工事は実はあります。法律が変わって、事前調査がほとんど解体するものに

対しては必要になっています。ですので、工事もそれに比例して増えてくると。今は調査の量が非

常に多くて、忙しい状況になっていますね、そこの部隊は。 
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土壌汚染も少し前に法律が変わって、少し厳しくなって需要も増えてきている。ここのグラフで赤

くなっているところは、当社が普通のプラント解体工事をするときにも深く関わるところです。そ

ういうところのプラントは敷地面積もすごく広いので、一番は前は自動車になっていますけれど

も、鉄とか化学もすごく広い面積があります。 

更新工事の場合は、上のものを解体してそのまま使うことがありますけれども、今結構プラントを

そのまま全部更地にして違う設備というか、一般の商業施設にするとか、そういったことも増えて

いますので、そうすると必ず土壌汚染対策は出てきます。その辺りも新たな需要となっている。 
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拠点の充実と書いていますが、先ほど少しずつ実績が出てきていますと言った、フローからストッ

クへの移行ですね。ここに関しては、さらに西日本事務所の付近、九州とか倉敷辺りの新設。 

西の工事がすごく増えてきている。もともと、当社は東側の工事、東日本での工事が多い会社です

けれども、西日本の工事がとても増えてきていますので、その辺りも対応すること。それでいろん

なストックの工事を取っていきたいと考えております。 
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ここら辺の提携をそのまま進めていきますというのは、以前と一緒です。ほかの会社さんとも進め

ていきたいと考えています。 
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あと元請の拡大も引き続きやっていきます。 
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それと DX。 
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DX の 3D 計測のところ、まずいきますか。 

これは前からやっているものですけれども、3D レーザー計測、そういう機器を使ってこの左下の

点群データという XYZ の座標を持った点の集まり、写真ではないんですけどね。これで測量した

のと同じ価値のあるものを取ることを中心に事業を展開してきました。子会社の 3D ビジュアルと

本体でもやっていますけれども、そこでやってきて。 

あと、その点群データをモデリングといって、3DCAD に落とすと。作る側は 3D の CAD でやると

いうことはかなり進んでいるんですけれども、まだ既存のものは 2 次元の図面が多いので、それを

3D に落とすと。さらに図面がない場合もあるので、点群データで取って、3D にモデリングしてい

くこともずっとやってきました。 
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これを、今もう少しさらなる発展を遂げさせるために、AUSE というソフトですけれども、子会社

の 3D ビジュアルという会社が開発して、今さらに機能アップをしているとこです。 

要は、プラントの設計をするのに非常に役立つソフトです。2 次元は、Autodesk さんの AutoCAD

というソフトがほとんど全てシェアを取っている状態です。そこの上に乗っかって、プラントの設

計をするときに役に立つものです。これをどんどん機能拡張させていって、ゆくゆくは 3D 関連に

も繋げていきたいと思っております。 

ここの各案が一つの DX の柱のところです。 
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次に、クレーンレール検査ロボット。 

先ほど研究開発費使いましたと言ったやつです。このクレーンレールが写真にありますとおり、大

きな工場の設備の中にあります。これを法定点検と自主点検で、上に登って点検をしなければいけ

ないというのがあります。これも高所作業で非常に危ないんですね。その部分をなんとかできない

かと、3D 計測をやっている中で気づきまして、こういったロボットを開発しました。 

当社のお客様はプラントです。プラントもたくさんこういうクレーンを持っているので、そのまま

お客さんのそのニーズに合わせて、こういったものをやっていきたいと。さらに、普段の解体です

と、解体工事をやるとき、その設備を解体するときしかお付き合いができないので、もっと普段の

メンテナンスであるとか、点検の部分からお付き合いをしていくことで、目的として作っておりま

す。 
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クラッソーネさんとの業務提携ですね。 

先ほどお話しさせていただきましたけれども、クラッソーネさんは、IT 関連の技術、当初は解体

工事のノウハウと。そこをお互い協力して新しいシナジーを生み出していきたいというところで

す。 
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次が、人事戦略と書いていますが、従業員に、やはり当社は人材が財産。どこの会社もおっしゃっ

ていますけれども、普通のほかの解体工事会社は重機をたくさん持ったり、いろんな設備を持って

いるとかありますけど、当社はもう本当に持たざる経営を推進してきていますので、人材が一番と

いうことですね。もうとにかく、いろんな取り組みを行っていきたいと。 

企業風土の改革と書いていますが、過去のものを全否定するわけではもちろんないですね。今まで

もいい部分たくさんありましたので、それをさらに進めてフラットな組織に変えていきたいと思っ

ています。 
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採用の強化ついては、先ほど説明した内容と同じですね。 

そのほか、女性の採用なども進めていく予定です。 
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あと、教育関連。次のナレッジマネジメントも合わせてですけれども、当社の解体のノウハウとい

うのが、実は意外と体系化されてない部分があります。 

プラントもいろんな種類のプラントがあって、同じ設備は実はないんですね。ケースバイケースで

工事をしていることが多いですし、いろんな各設備の工事ができるのが当社の強みですけれども、

それが形式化されてないというのがありまして、そこに今、取り組み始めております。 

最終的にはデータベースとして共有して、こういうものがないと、たくさん人を雇ってもなかなか

教育できないということがあるので、本当に両輪のようにして今、進めているところでございま

す。 
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そのほか、いろいろ表彰制度とか、従業員に長く安心して働ける仕組み、この辺りを取り入れてい

るところでございます。 

説明、以上となります。ありがとうございました。 

司会：ご説明ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、このあとは質疑応答の時間にさせていただきます。 

最初にご案内のとおり、最初は会場の皆様からの質疑応答の時間とさせていただきます。 

1 点申し遅れました。この説明会は、質疑応答部分も含めまして全文を書き起こして公開の予定で

ございます。従いまして、質問の際に会社名・氏名を名乗った場合は、そのまま公開でございま

す。もし匿名を希望される場合は、質問の際、お名前をおっしゃらないように、よろしくお願いい

たします。 

では、最初の方。 

質問者 [Q]：いつもご丁寧なご説明、ありがとうございます。まず 1 点目。途中から来たので、も

し詳しくご説明されていたら恐縮です。 

御社に関しては、創業者の方がお父さんで、息子にきれいにバトンタッチしたなという印象があっ

たのですが、今回、交代されるということで本田社長も、お隣の鈴木さんも、二人三脚でほぼやら

れていたお三方だったのではないかなという印象を持つんですが。業績がちょっと厳しかったのは

あるかもしれませんが、質問としては、なぜこのタイミングでバトンタッチになったのかというこ

とと、今後、再登板があるのかをお聞きできればと思います。 

本田 [A]：ご質問ありがとうございます。そうですね、そこはきちんと説明をそこまでしてないん

ですけれども、気になるところだと思いますし、ご説明いたします。 

そもそも、当社は創業者がいて、そこから上場して、上場企業として組織的な経営をして大きくな

ることを目指してきました。ただ、最初にもちょっと触れたんですけれども、やはり市場の伸びに

対して、そこまで業績が伸びてないのではないかということ。今回、赤字だったというのもあるん

ですけれども、基本的にどうなんだと。 

解体工事会社は、実は 50 億から 100 億ぐらいの会社です、大きな会社でも。そういう会社がたく

さんあって。これは個人的意見ですけれども、結局それぞれオーナー企業で、オーナーの人の目が

利く範囲はだいたいそれぐらいの範囲なんですね。ただ、それよりも大きくなるためには、やはり

組織的に仕組みを作って活動していくことが重要だろうと。 
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もちろんオーナー家でそれをやっていってもいいわけですけれども、今までできてないのを変え

て、もっと組織的に大きくしていくためにはどうしたらいいだろうと、いろいろ話し合った結果、

いわゆるオーナー家の色ではなくて、新しい布陣でやっていくということ。あと、経営陣、実は結

構、執行メンバー若返ったりもしているんですけれども、そういったことになりました。 

質問者 [Q]：本田社長の代になることで、どこが変わるということなんですかね、やり方として

は。元請になる形を進めて、収益性とか自分たちでコントロールできる範囲を増やしていかれるの

は以前からの大方針で、受注もあるので、それをうまくコスト高の中で回せるようにするというお

話に聞こえたのですけれども。何が変わるのかなと、正直よく分からなかったんですけど。 

本田 [A]：すごく基本的なところですけれども、普通に、いわゆる権限委譲と後方支援でという感

じですね。一番は、権限委譲をどんどん進めていって組織的に、例えば地方事務所、こっちに地方

事務所で採用したり、いろいろ受注をしたりする権限を持たせて、いわゆる利益センターとして作

っていくと。そういうものをどんどん広げていくと。組織も本社の部隊もそういう形で。やはり管

理の幅があるので、その部分を組織的にと言っているのは、そういう権限委譲をどんどん進めて、

組織が大きくできるようにするということを申し上げました。 

司会 [M]：ほかにご質問よろしいでしょうか。それでは、会場でのご質問ないようでございますの

で、オンラインで参加の皆様からの質疑応答に移らせていただきたいと思います。オンラインで参

加の皆様、ご質問いかがでございましょうか。 

今のところ、オンラインでの質問、まだ届いてないようでございます。本田社長、追加でご説明す

るようなこといかがでございましょうか。 

本田 [M]：会場の皆様、なにかご質問、なんでも。 

司会 [M]：今、手が挙がりました。こちらのご質問、どうぞ。 

質問者 [Q]：先ほど 12 ページと 14 ページのところで、営業利益の増減要因で、販管費の増加は分

かったんですけれども、この右側の 12 ページの原価増加要因は解体の場合どんなものが原価増加

要因になっていて、プラス、今期の業績予想の見通しでは、この原価増加要因はどうなる想定をさ

れているんでしょうか。 

本田 [A]：原価増加要因と書いていますけれども、いわゆる低利益率工事を取ってしまったので、

原価が増えている形になるんですね。高利益率の工事だと、原価が改善されてプラスに影響する。 

池田 [A]：補足させていただきますと、原価が増えたから低減したということではなくて、本来、

仮に 5 億の工事があって 20%の利益がございますと、1 億の利益が出ろうかと思いますけども、そ
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うなると 4 億の原価になります。これが赤字工事になりますと、その 4 億かかる原価が、例えば 5

億の工事で 1 億マイナスしましたと言いますと、原価が 6 億になります。こういったことで、前

期、失注したこともありまして、際どい見積もりを入れて低利益工事、一部赤字の工事を取ったこ

とによって、結果的に営業利益に与える影響から見ると、原価が増えてしまったということでござ

います。 

ということは、補足しますと、例えば人件費の高騰だとか原材料価格の高騰で原価が増えたという

ことではなくて、本来取れるべき工事の原価が適切にコントロールできずに、原価がちょっとオー

バーしてしまったということになろうかと思います。 

質問者 [Q]：その場合、前期の受注高が過去最高の 70 億ですよね。今期の売上の原価率なり営業

利益率みたいなものは、もうある程度読めている部分があって、24 年 1 月期の営業利益率は、二

つ前の 22 年 1 月期の営業利益率よりはまだ 2 ポイントぐらい低いんですけれども、ここはやはり

まだ低採算の受注をしてしまった工事の売上が今期も立つので、収益がまだ戻らないということで

すか。 

本田 [A]：いえ、そういうことではないです。営業利益率で見ると、まだ低いではないかと見える

かもしれないですけれども、そこは研究開発とか採用関連に費用を使うからでございまして、粗利

ベース、売上総利益ベースは上がっていきます。 

先ほどの説明の中で少し漏れていたのは、当社の原価はほとんど外注費が多いです。それも結局、

人件費関連に結びつくとこも多いです。だから、資源高とかはあまり関係ないというのはそういう

とこですね。もちろん人件費の高騰みたいなのは関係している部分ありますけれども、外注費がほ

とんど占めています。 

目安としては、粗利が 20%、普通の工事の場合ですね。元請ではない場合。元請の場合は 30%ぐ

らいが目安と考えています。 

質問者 [Q]：つまり今期については、さっきからおっしゃっていた、下請 20%、元請はプラス

10%、30%、ここにたぶん戻るであろうという 1 年であると。 

本田 [A]：そうですね。はい。 

質問者 [M]：分かりました。 

司会 [M]：ありがとうございました。オンラインでのご質問ないようでございますので、今、会場

からご質問ありましたので、お願いしました。ほかはよろしいでしょうかね、会場の皆様。はい、

どうぞ。 
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質問者 [Q]：人員計画のところです。人材費用も結構、高くなっているところではあるんですけれ

ども、矢澤さんを子会社化したとか、あとクラッソーネさんと資本提携したみたいなところで、こ

の子会社化とか、資本出資といったところを、今後どういう分野でどう活用していく予定かを、可

能な範囲で教えていただければと思います。 

本田 [A]：ありがとうございます。株式会社矢澤に関しましては、アスベスト対策工事を行ってい

る会社です。こちらの会社、監督の会社ではないんですけれども、いわゆる職長さんとかがたくさ

んいるのと、営業計画みたいなのを立てる会社です。 

ただ、この会社も実は持たざる経営みたいな部分があります。実際のアスベストを剥ぐような作業

をする人たちではなくて、アスベストをいかに飛散させないように、例えば風圧の圧力とかを変え

て、大型のビルとかですと複数の場所で工事を行っているので、それを飛散させないようにして計

画を立てて工事をするということに強みを持っています。 

それを実行する職長さんがいるということですね。だから監督さんではないんですけれども、人で

勝負しているのは実は同じようなとこがある会社です。知識とか経験、ノウハウみたいなものをす

ごく活かしている会社。 

じゃあ当社の人間と相互で動くかというと、もちろん微妙に違う、強みとか求められる資格等は違

うんですが、ただ今、少し人員を異動させたり、交換とかそういう形。今後はそっちを見て、ベス

テラを見て、両方交換しながら相乗効果で上げていくこともあるとは考えています。 

それと、クラッソーネさんは、だいぶもう工事の種類として、工事ではないというか。プラットフ

ォームのような、もともと見積の比較サイトみたいのをやられていて、そこからどんどん発展して

いって、今だと AI でそういう見積もりが、一般的にこれぐらいの見積もりになりますというのを

一軒家とかで多くやられている会社さんです。 

ただ、あまり言えない部分が多いんですけど、実はいろいろ当社がやっている工事でも、そのプラ

ットフォームを活かしてという部分は、考えるところがたくさんあります。いろいろ今、アイディ

アを出し合いながら、お互いお話をしているところです。 

質問者 [M]：ありがとうございます。 

司会 [Q]：ありがとうございました。それでは、会場での質問はここまでとさせていただきまし

て、オンラインからの質問が入りましたので、お願いをいたします。社長さん、よろしゅうござい

ましょうか。読み上げます。 
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外注先の会社では、特許工事の共有など、売上拡大するためにスムーズに取り組めるのでしょう

か。こういうご質問が入っております。 

本田 [A]：外注先協力会社様は、十分足りています。ゼネコンさんとか造る側では、協力会社の確

保がすごく大変だと言っているところがありますけれども、当社は、いろいろずっと長くお付き合

いしている会社さんが全国各地にあります。 

すごく広くお付き合いさせていただいていますので、当社の動員力みたいなものも強みだと思って

います。今回、当社の中での強みとは一体なんなのだろうというのを再整理したんですけれども、

動員力は一つの強みであって、結論としては十分に確保できているというところです。 

司会 [Q]：ありがとうございます。なお、オンラインから参加の皆様、もしご質問がございました

ら、当社 IR 担当まで遠慮なくご質問くださいますようにお願いいたします。 

もうひと方、同じ方からですね。申し上げます。 

中計の DX 売上の内訳として、具体的にはどのような内訳でしょうかという質問でございます。 

本田 [A]：DX の内訳は、ちょっと公表してないところがあるんですが、先ほど申し上げた内容、

既存のいわゆるプラントとかの設備を 3D で計測して、それをモデリングする。あと、そのほか設

計みたいなのですね。3DCAD を使って設計をするとか、そういった仕事も従来どおりあります。 

その部分と、AUSE の販売。今 DX プラント 3 億 4,700 万と申し上げたのは、今、計測とか 3D に

関する設計で売上げている部分です。がっと伸びているプラスアルファの部分は、そのソフト、

AUSE の拡販。これ今ほとんど入っていないのでその部分。それとクレーン計測も今まったく入っ

てないのでその部分。この二つで増加をさせていくというとこでございます。 

司会 [M]：オンラインで質問の方、よろしいでしょうか。それでは、終了予定時間参りましたの

で、以上をもちまして、本日の決算説明会、終了させていただきます。 

本田様、会社の皆様方、ご説明ありがとうございました。 

本田 [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：またご参加の皆様、本日はお忙しい中、ご参加いただき誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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